
様式第４号（第８条関係）                      
 
           防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 出 書  

                            ①   年  月  日 
             
川西市消防長 あて 

   
                  ② 届出者 住所 
                        電話 
                        氏名           

 

所  在  地 ③ 電話 ③ 

名     称 ④ 主要用途 ⑤ 

建 築 確 認 ⑥ 年  月  日 建 築 確 認 番 号 第  ⑦  号 

※ 消 防 同 意 年  月  日 ※消防同意番号 第     号 

工 事 着 手 
⑧   年  月  日 

工  事  完  了（予定） 
⑨    年  月  日 

使 用 開 始（予定） 
⑩    年  月  日 

他の法令による許認可 ⑪ 

敷地面積  ⑫  ㎡ 建築面積 ⑬  ㎡ 延べ面積    ⑭  ㎡ 

従 業 員 数 
収 容 人 員 数 ⑮ 公 開 時 間 又 

は 従 業 時 間 ⑯ 

屋 外 消 火 栓 
動力消防ポンプ 
消 防 用 水 
の 概 要 

⑰ 

そ の 他 
必 要 な 事 項 

 
 

※  受  付  欄 ※  経  過  欄 

  

    
 

 

記 入 要 領 

 

 

① 消防本部への提出年月日を記入して下さい。 

② 事業所の管理について権原を有する方の住所、電話番号、氏名を記入して下さい。 

   法人の場合：法人の住所、電話番号、名称、代表者の職・氏名 

   個人の場合：現住所、電話番号、氏名 

※管理権原を有する方の例は別ページの「防火対象物等の「管理について権原を有

する者」について」をご参照下さい。 

③ 防火対象物の所在地と電話番号を記入して下さい。 

④ 防火対象物の名称を記入して下さい。 

ビルの一部を使用するテナントの場合はテナント名も併せて記入して下さい。 

⑤ 防火対象物の用途を記入して下さい。 

（例）「飲食店」、「物販店」、「事務所」、「特定用途の複合対象物」等 

⑥ 建築基準法第６条に掲げる確認を受けた日を記入して下さい。ただし、テナント入

店に係る届出時で、確認済証がお手元に無い場合は記入不要です（⑦において同

じ。）。 

⑦ 建築基準法第６条に掲げる確認済証の番号を記入して下さい。 

⑧ 新築工事の着手年月日を記入して下さい。テナント入店工事の場合は、当該工事の

着手年月日を記入して下さい。 

⑨ 新築工事の完了年月日を記入して下さい。テナント入店工事の場合は、当該工事の

完了年月日を記入して下さい。なお、届出時に工事未完了の場合は完了予定年月日

でかまいません。 

⑩ 防火対象物の使用開始日を記入して下さい。なお、届出時に使用開始日未決定の場

合は使用開始予定年月日でかまいません。 

⑪ 他法令による許認可を受けている場合は、その許認可を行った機関、許認可日、根 

拠法令等の概要を記入して下さい。 

（例）仮設許可、営業許可、用途地域制限に関する許可等 

⑫ 防火対象物が存する敷地の面積を記入して下さい。 

⑬ 防火対象物の建築面積を記入して下さい。 

⑭ 防火対象物の延べ床面積を記入して下さい。 

 



           防 火 対 象 物 棟 別 概 要    

防
火
対
象
物
棟
別
概
要
（
第 

⑱ 

号
） 

 

主要用途 ⑲  構 造 ⑳ 
種別 

 
 
階別 

床面積  
（㎡） 

用 途 
 消 防 用 設 備 等 の 概 要 

特殊消防用

設 備 等 の 
概 要 消火設備 警報設備 避難設備 

消火活動
上必要な
施  設 

㉑ 階 ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ 

〃 階 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 

階        

階        

階        

階        

階        

階        

階        

階        

階        

階        

階        

計        

備考 １ この用紙の大きさは、それぞれ日本工業規格Ａ４とすること。 
   ２ 法人にあっては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入   

    すること。 
   ３ 同一敷地内に２以上の棟がある場合は、棟ごとに「第１号様式防火対象物 
    棟別概要追加書類」に必要な事項を記入して添付すること。 
   ４ 建築面積及び延面積の欄は、同一敷地内に２以上の棟がある場合には、そ 
    れぞれのその合計を記入すること。 
   ５ 消防用設備等の概要欄には、屋外消火栓、動力消防ポンプ及び消防用水以 
    外の消防用設備等の概要を記入すること。 
   ６ 防火対象物の配置図、各階平面図及び消防用設備等の設計図書（消火器具、 
    避難器具等の配置図を含む。）を添付すること。 
   ７ ※印の欄は、記入しないこと。 

⑮ 消防法施行規則第１条の３の算定基準により算定した防火対象物全体の収容人員

を記入して下さい。 

※別ページの「収容人員算定基準」により算定して下さい。 

⑯ 従業時間を記入して下さい。 
⑰ 屋外消火栓設備、動力消防ポンプ設備又は消防用水のいずれかが設置されている場

合は、設置されている設備名を全て記入して下さい。 

⑱ 防火対象物棟別概要に記載された棟を特定するために記載していただく欄になり

ますので、各防火対象物の名称や棟を特定できる番号等を記入して下さい。 

⑲ 棟全体の用途を記入して下さい。  

（例）「飲食店」、「物販店」、「事務所」、「特定用途の複合対象物」等 

⑳ 棟の構造を記入して下さい。 

（例）「RC造 耐火建築物」、「鉄骨造 準耐火建築物」、「鉄骨造一部木造」等 

㉑ 階ごとの概要を記入していただく欄になりますので、１階から最上階まで各階ごと

に記入して下さい。テナント入店の場合はテナントが存する階のみでかまいませ

ん。 

㉒ 階ごとの床面積を記入して下さい。テナント入店の場合は当該テナント部分の面積

だけでかまいません。 

㉓ 階ごとの用途を記入して下さい。テナント入店の場合は当該テナント部分の用途で

かまいません。 

㉔ 消火器、屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備、不 

活性消火設備、ハロゲン化物消火設備又は粉末消火設備のいずれかがその階に設置 

されている場合は、その設備名全てを記入して下さい。 

㉕ 自動火災報知設備、ガス漏れ火災警報設備、漏電火災警報器、消防機関へ通報する

火災報知設備、非常警報器具又は非常警報設備のいずれかがその階に設置されてい

る場合は、その設備名全てを記入して下さい。 

㉖ 避難器具、誘導灯又は誘導標識のいずれかがその階に設置されている場合は、その

設備名全てを記入して下さい。 

㉗ 消防法により設置が義務付けられている排煙設備、連結散水設備、連結送水管、非

常コンセント設備又は無線通信補助設備のいずれかがその階に設置されている場

合は、その設備名全てを記入して下さい。 

㉘ 消防法第１７条第３項に規定する特殊消防用設備等がその階に設置されている場

合は、その設備名全てを記入して下さい。 

 



 
㉙ 第１号様式防火対象物棟別概要追加書類（Ａ４）  

防
火
対
象
物
棟
別
概
要
（
第 

 

号
） 

 

主要用途   構 造  
種別 

 
 
階別 

床面積  
（㎡） 

用 途 
 消 防 用 設 備 等 の 概 要 

特殊消防用

設 備 等 の 
概 要 消火設備 警報設備 避難設備 

消火活動
上必要な
施  設 

階        

階        

階        

階        

階        

階        

階        

計        

   

防
火
対
象
物
棟
別
概
要
（
第 

 

号
） 

 

主要用途   構 造  
種別 

 
 
階別 

床面積  
（㎡） 

用 途 
 消 防 用 設 備 等 の 概 要 

特殊消防用

設 備 等 の 
概 要 消火設備 警報設備 避難設備 

消火活動
上必要な
施  設 

階        

階        

階        

階        

階        

階        

階        

計        

  

㉙ 同一敷地内に棟が複数有る場合にのみ記入して提出して下さい。記入要領は⑱～

㉘と同じです。 

 

 


